
2015年度 活動報告 №1（4 ⽉〜5 月） 

◆ 定期総会：4 月 25 日（土） 24 名参加 
定期総会を開催しました。 前年度の総括に続き、議事（活動計画案、予算案、役員

紹介）を審議し承認されました。 今年、特に⼒を⼊れたい活動は、日々の日本語支援を
充実させるために、研修会を活発にすることです。なお、役員の任期は 2年、改選は来年度
です。 また、事務局⻑より、受講者数の推移等について報告がありました。 実は、3年ほど
前から、新規受講申込数は減少傾向にありますが、一方で、（受講に至らないケースも含め）
子どもさんの相談は増加している、とのことです。 

 
 
 
 
 
 

総会後、懇親会のスタートは「春のミニ・コンサート」（30 分）です。⽯川照⼦さん（峡北）と
村松奈津⼦さん（甲府）のご協⼒で実現しました。 

石川さんはビィオリラ、村松さんはピアノ担当です。 ビィオリラは⾒慣れない楽器ですが、大正琴
をチェロの弦で弾くようなイメージです。 演奏は「上を向いて歩こう」、「日本の歌メドレー」、「リベル
タンゴ」、「ショパンのノクターン」など幅広い選曲で、軽快にノリノリに続きます。そして、アンコールは
「チョップスティクス」。 殺風景な会議室が魅惑のコンサート会場に早変わりした一時でした。 

また、新会員の紹介と会員の活動報告を⾏い、親睦を深めました。 

 

 

   

（写真：⿊瀬、報告：稲⾕） 


